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防火の声Fire Prevention

令和８年４月１日付けで、太田市消防本部

消防長に就任いたしました新島亨と申します。

平素より会員事業所の皆様におかれまして

は、消防行政の円滑な運営につきまして、格

別なご理解とご協力をいただき厚くお礼申し

上げます。

この度、消防長を拝命し、その責務の重さを

改めて実感しております。近年は、全国各地で

大規模な自然災害が頻発しているほか、住宅火

災や林野火災などによる人的、物的被害も後を

絶ちません。本年も各地で火災が発生し、多く

の尊い命や貴重な財産が失われております。

特に４月に発生した岩手県大槌町の林野火

災では広範囲にわたり延焼拡大し、多くの消

防機関が消火にあたりました。当消防本部か

らも緊急消防援助隊群馬県大隊として延べ 12

隊 39 名の隊員を派遣し、被災地の安全確保と

早期鎮火に向けた活動を実施いたしました。

改めて火災の恐ろしさと、日頃からの防火対

策の重要性を強く認識したところであります。

また、住宅火災の原因としては、電気機器

や配線器具の不適切な使用、たばこ、こんろ

などがあげられ、身近なところに危険が潜ん

でいます。さらに、高齢化の進展に伴い、火

災による逃げ遅れの防止も大きな課題となっ

ています。火災による被害を防ぐためには、

住宅用火災警報器の適切な設置維持管理や日

頃からの火の用心の実践が欠かせません。

このような中、地域に根差した防火協力団

体の皆様の活動は、火災予防思想の普及啓発

や地域住民の防火意識の向上に欠かすことの

できない存在です。皆様の長年にわたる献身

的な活動に、深く敬意を表します。消防本部

といたしましても、関係機関との連携を一層

強化し、市民の皆様が安全で安心な暮らしが

できるまちづくりに取り組んでまいります。

また、より適切な予防行政を推進するとと

もに、消防活動体制の充実強化に努め、災害

事象に応じて迅速かつ臨機応変に対応できる

消防組織体制を構築したいと考えております。

今後とも、皆様のお力添えを賜りますよう

お願い申し上げます。

結びに、会員皆様のますますのご健勝とご

活躍、そして地域の無火災、無災害を心より

祈念申し上げ、就任のご挨拶といたします。

太田市消防本部
消防長

新 島 　 亨

消防長あいさつ
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この度、太田地区防火安全協会の会長に

就任いたしました、岩田隆伸と申します。

会員の皆様におかれましては、ますます

ご健勝のこととお慶び申し上げます。

当協会は平成 17 年４月に防火思想の高揚

を図り、会員事業所の健全な発展と社会公

共の福祉の増進に寄与することを目的に設

立し、昨年設立 20 年の節目を迎えました。

今回皆様のご推挙をいただき、会長に就任

いたしました。歴代の会長をはじめ、皆様

方が築き上げてこられた伝統ある団体の運

営を引き継ぐことに、責任の重さを感じる

とともに、身の引き締まる思いでおります。

近年、大規模な火災や自然災害が相次い

で発生しており、地域防災の重要性はます

ます高まっております。火災はひとたび発

生すると、尊い命やかけがえのない財産を

奪うだけでなく、地域社会にも大きな影響

を及ぼします。そのため、火災を未然に防

ぐ「予防」の取り組みが何より重要である

と考えております。

当協会ではこれまで、火災予防運動への

協力や各種広報活動、防火意識の普及啓発

などを通じて、地域の安全・安心なまちづ

くりに貢献してまいりました。これらの活

動は、会員の皆様一人ひとりのご理解とご

尽力によって支えられており、改めて深く

感謝申し上げます。

今後も消防本部をはじめ関係機関との連携

を密にしながら、より多くの方々に防火・防

災への関心を持っていただけるよう、創意工

夫を凝らした活動を進めてまいりたいと考え

ております。会員の皆様のお力添えをいただ

きながら、本協会の更なる発展と地域の安全

の実現に向けて、全力を尽くしてまいります

ので、今後とも変わらぬご支援とご協力を賜

りますようお願い申し上げます。

終わりに、会員の皆様のご健勝とご多幸、

そして地域の安全・安心を心より祈念申し

上げ、就任のご挨拶といたします。

太田地区防火安全協会
会　長

岩 田 隆 伸

会長就任あいさつ



防火の声Fire Prevention

❸

秋季全国火災予防運動 実施要綱
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秋季全国火災予防運動 実施要綱

令和８年 秋季全国火災予防運動令和８年 秋季全国火災予防運動

1　目　的
　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎える
に当たり、火災予防思想の一層の普及を図り、
もって火災の発生を防止し、高齢者を中心とする
死者の発生を減少させるとともに、財産の損失を
防ぐことを目的とする。

2　防火標語
　（2026年度全国統一防火標語）
　『火の確認　いい日を支える　いい習慣』

3　実施期間
　 令和８年11月９日㈪から
　 11月15日㈰までの7日間

4　重点推進項目
住宅防火対策の推進
地震火災対策の推進
林野火災予防対策の推進

5　推進項目
防火対象物等における防火安全対策の
徹底
製品火災の発生防止に向けた取組みの
推進
乾燥時及び強風時の火災発生に対する
警戒の強化
放火火災防止対策の推進
多数の者が集合する催しに対する火災
予防指導等の徹底

　11月９日㈪から15日㈰までの一週
間、全国一斉に秋季火災予防運動が実
施されます。
　会員事業所におかれましては、効果
的な運動の展開に御協力いただきます
ようお願いします。

４つの習慣
◉寝たばこは絶対にしない、させない。
◉ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
◉こんろを使うときは火のそばを離れない。
◉コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは
抜く。

６つの対策
◉火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等
は安全装置の付いた機器を使用する。

◉火災の早期発見のために、住宅用火災警報器
を定期的に点検し、10年を目安に交換する。

◉火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、
寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。

◉火災を小さいうちに消すために、消火器等を設
置し、使い方を確認しておく。

◉お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避
難方法を常に確保し、備えておく。

◉防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、
地域ぐるみの防火対策を行う。
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『安心してご利用いただく防災活動の取組み』

◆太田駅の紹介

太田駅は、1909 年（明治 42 年）２月 17 日に

足利町駅（現・足利市駅）からの延伸により開業

されました。その後、伊勢崎線、桐生線、小泉線

の分岐駅となり、現在は３面６線の高架ホームの

駅として通勤・通学だけでなく、特急「りょうも

う、リバティりょうもう」の停車駅で、浅草・北

千住方面と群馬県東部を結ぶ重要な役割を担って

いる東武鉄道の北関東エリアを代表するターミナ

ル駅の一つです。

◆さまざまな状況を想定した訓練

季節や時期に応じて様々な訓練を実施しており

ます。年２回の火災予防運動にあわせて、水消火

器を使用した初期消火訓練を行っているほか、太

田市の指定避難場所まで実際に歩いて移動する避

難誘導訓練を実施し、危険個所の把握や振り返り

などを行っております。また、状況に応じて消防

署のご協力をいただきながら、心肺蘇生訓練等を

行っております。

夏季には「防災の日」及び「防災週間」に合わせ

て、地震や火災などを想定した各種防災訓練を実

施しております。訓練内容は、列車の緊急停止、駅

利用者の避難誘導、情報伝達訓練などがあります。

自然災害への対応については、東日本大震災

（2011 年３月）をはじめ、日本海側を中心とした

大雪、各地で発生した豪雨災害、地震等、多くの

自然災害によって尊い命が失われた事態を深く受

け止めております。こうした過去の自然災害の経

験を風化させることなく継承し、所属員に対して

お客様（訪日外国人旅行者を含み）の避難誘導訓

練、自然災害発生時の要注意箇所、自治体が作成

したハザードマップの確認、備品・備蓄品の確認、

帰宅困難者への対応に関する教育を実施しており

ます。さらに、テロ対策として警察署及び消防署

と連携したテロ対応訓練を継続的に実施しており

ます。

今後も、自治体、警察署及び消防署と連携体制

を一層強化し、皆さまに安全・安心に鉄道をご利

用していただけるよう、所属員一丸となって防災

活動に取り組んでまいります。引き続き、関係各

位の更なるご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い

申し上げます。

東武鉄道株式会社太田駅
太田駅長

桒 野 正 行
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令和７年度 優良事業所等表彰受賞者（順不同・敬称略）

令和８年度総会を開催
令和８年５月 29 日㈮太田市消防本部５階会議室において、太田地

区防火安全協会総会が開催されました。はじめに、昨年度設立 20 周

年記念事業で太田市に消防連絡車及び訓練用消火栓を寄贈したこと

による感謝状の伝達と

各表彰が行われたのち、

令和７年度事業報告及

び歳入歳出決算が報告

され承認されました。

また、令和８年度事業

計画及び歳入歳出予算

が可決されました。

関東甲信越地区 危険物安全協会連合会 定例表彰
【諸設備の充実と安全管理功労表彰】 株式会社テクノ・エスアイ

群馬県 危険物安全協会連合会 表彰
【危険物 保安優良事業所 表彰】（順不同）

両毛丸善株式会社　太田飯塚給油所
株式会社エネオスモビリニア上信越支店　Dr.Drive セルフ太田強戸店
トネリサイクルシステム株式会社
【危険物 取扱優良従事者 表彰】（順不同）

小 林 良 彰 （日野自動車株式会社新田工場）
橋 本 秀 生 （株式会社 SUBARU 群馬製作所）
村 田 和 彦 （モメンティブ・パフォーマンス・マテリアルズ・ジャパン合同会社　太田事業所）

太田地区 防火安全協会 表彰
【優良 事業所 表彰】（順不同）

株式会社池田硝子工業所　太田工場
学校法人太田アカデミー
株式会社ジョイフル本田　新田店
社会福祉法人幸会　エンゼル保育園
両毛丸善株式会社　太田藤阿久給油所
株式会社金山自動車教習所
株式会社ベンカン機工
有限会社中村燃料店
【優良 防火管理者 表彰】（順不同）

河 上 　 修 （学校法人河上学園　認定こども園　えのき幼稚園）

【優良 危険物取扱者 表彰】（順不同）

小 島 則 夫 （モメンティブ・パフォーマンス・マテリアルズ・ジャパン合同会社　太田事業所）
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令和８年度 太田市功労者及び徳行者 表彰
令和８年７月３日㈮太田市民会館において、令

和８年度太田市功労者及び徳行者表彰式が行われ、

２月 13 日の設立 20 周年記念式典での消防連絡車

等の寄贈により、太田市長から徳行者表彰を受け

ました。

昭和35年  2月
昭和40年11月
昭和47年  4月
昭和47年  4月
昭和55年11月
平成  2年11月
平成10年  4月
平成12年11月
平成17年  4月
平成22年  5月
平成28年  2月

●太田地区防火安全協会の沿革
太田新田危険物安全協会設立
会報「防火の声」発刊
太田地区危険物安全協会に改称
太田地区消防組合に予防広報車を寄贈
設立20周年を記念し、予防広報車を寄贈
設立30周年を記念し、予防広報車を寄贈
消防本部庁舎落成を記念し、電光掲示板を寄贈
設立40周年を記念し、予防広報車を寄贈
危険物安全協会と防火管理協会を統合し、太田地区防火安全協会を設立
旧危険物安全協会の設立50周年を記念し、消防連絡車を寄贈
防火安全協会設立10周年を記念し、AEDトレーニングキット等を寄贈
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第１回危険物取扱者試験準備講習会の開催

屋内消火栓及び消火器取扱い研修会の開催

令和８年５月 21 日㈭太田市消防本部５階会
議室において、第１回危険物取扱者試験準備講

習会が開催され、27 名の受講者が講習を受講
しました。

令和８年６月 25 日㈭及び 26 日㈮の２日間、
太田市消防本部中央・東部・西部・大泉消防署
において屋内消火栓及び消火器取扱い研修会が
開催されました。

管内 25 事業所、133 名の参加があり、訓練
用屋内消火栓及び初期消火体験装置を使用し
て、操作要領の習得と初期消火技術の向上を図
りました。
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第１回安心安全セミナーの開催

危険物取扱者保安講習の開催

令和８年７月 15 日㈬、太田市消防本部５階
会議室において、第１回安心安全セミナーが開
催されました。

管内 33 事業所、117 名の参加があり、職場
の同僚や家族がもしものときに備え、AED の
使用方法や心肺蘇生法を習得しました。

令和８年８月 25 日㈫午前、午後の２回、太
田市藪塚本町文化ホールにおいて危険物取扱者

保安講習が開催され、午前 143 名、午後 122
名の受講者が講習を受講しました。
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（出典：経済産業省「感震ブレーカー普及啓発チラシ」（令和８年３月作成）



火災・救急・救助は

局番なしの119
通報は慌てずハッキリと!!

● 病院案内テレホンサービス

0276（45）7799

あ と が き
事務局より

　この会報を会員皆様の身近
なものにするため、投稿をお
待ちしております。
テーマは自由ですので事務局
（予防課）までお願いします。

令和８年 1 0月2 6日

太田地区防火安全協会

吉 田 印 刷 株 式 会 社

太田市消防本部予防課

発行日／

発行所／

印刷所／

事務局／

防火の声 第122号

令和８年度　後期　消防設備士試験　日程

令和８年度　第Ⅲ期　危険物取扱者試験　日程（太田市）

試 験 日
受 付 期 間
試 験 会 場
試 験 手 数 料

令和９年１月 30日土、１月 31日日
書面・電子申請：令和８年 11月 16 日月～令和８年 11月 27 日金
前橋市：グリーンドーム前橋 又は（一社）群馬県トラック協会群馬県交通運輸会館
甲種 6,600 円／乙種 4,400 円

※試験は、１日目の土曜日午前及び午後、２日目の日曜日午前及び午後で、それぞれの種類を限定して
実施されます。　詳しくは、一般財団法人 消防試験研究センター群馬県支部 ℡（027）280-6123

　にお問い合わせください。

試 験 日
受 付 期 間
試 験 会 場
試 験 手 数 料

令和９年２月７日日
書面・電子申請：令和８年 12月 11 日金～令和８年 12月 23 日水
関東学園大学
甲種 7,200 円／乙種 5,300 円／丙種 4,200 円

※第Ⅲ期危険物取扱者試験が、高崎市：令和９年２月 13 日土 及び 前橋市：令和９年２月 21 日日
　の日程で予定されています。　また、試験時間等の詳細については、一般財団法人　消防試験研究
センター群馬県支部　℡（027）280-6123にお問い合わせくだい。

試験日程

◆表紙写真の解説

　〈防火ポスターコンクール最優秀作品〉

令和７年度防火ポスターコンクールにおいて、漏田　駿さん（太

田市在学）の作品が最優秀作品に選ばれ、防火ポスターとして太田

市消防本部管内に配布し、火災予防運動に活用されます。

◆ホームページのご案内

　〈太田市消防本部　予防課〉

https://www.city.ota.gunma.jp/
soshiki/75/


